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第４章 “みんなでつくる”持続可能な地域づくり

計画推進の全体像1

本計画を推進し、観光ビジョンを達成するために、「明和町日本遺産活用推進協議会」が地域・事業者・行政をつなぎ、観光客との接点を生み出す「地域のハブ」としての役割を

担います。明和町に息づく歴史・文化をまち全体で守り、育て、伝えるため、明和町日本遺産活用推進協議会が中心となって関係者間の連携を強化し、地域資源を活かした観光まち

づくりを牽引します。また、住民・事業者・来訪者の三者を結びつける架け橋として、多様な協働と新たな価値創出を生み出し、持続可能な地域づくりに寄与していきます。

還元
住民 観光事業者

観光客

消費

提供

迎える

訪れる

担う

明和町日本遺産活用推進協議会

 情報提供、意見交換

 観光地域づくりに参画

 郷土・文化の継承

 観光産業化に向けた支援

 情報発信・情報提供

 人材等のマッチング支援

1. 観光産業の確立に向けた体制づくり

2. “心のふるさと”を目指した魅力づくり

3. 歴史・文化を核にしたまちづくり

ブランド化

DX活用
マーケティング

誘客・PR

情報収集

商品開発

観光
インフラ整備

文化の保全
・・・
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第４章 “みんなでつくる”持続可能な地域づくり

明和町日本遺産活用推進協議会2

地域住民をはじめ各分野でそれぞれ活動している組織が加盟している「明和町日本遺産活用推進協議会」は平成27年に文化庁から日本遺産に認定されたことを契機に発足いたしま

した。この明和町日本遺産活用推進協議会を主軸とし効果的かつ効率的な文化観光の振興を図っていくために、加盟団体の⾧所を活かした役割分担を明確にしていくとともに、新た

な加盟組織を増やしていきます。

会⾧
明和町副町⾧

副会⾧
斎宮歴史博物館⾧

副会⾧
（一社）明和観光商社

事務局
明和町

斎宮跡・文化観光課

国史跡斎宮跡協議会
（公財）国史跡斎宮跡保存協会

明和町観光協会
明和町商工会

明和町教育委員会
宗教法人竹神社
斎王の舞保存会

近畿日本鉄道（株）
三重交通（株）

明和町郷土文化を守る会
明和町緑のまちづくり推進委員会

理
事

会
員

戦略企画部会

観光事業の企画、推進、

運営を行い収益化の仕組

みを構築

地域の方や観光事業者など

農業

伝統
産業

漁業

飲食業

2次
交通

宿泊業

・・・事業連携
共創
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計画のスケジュール3

明和町観光振興計画は、５年間を計画期間として策定し、観光地域づくりの着実な推進を図るものです。また、観光を取り巻く社会情勢の変化や、施策の進捗状況、PDCAサイク

ルによる評価結果を踏まえ、必要に応じて計画内容の見直しや改善を適宜行うこととします。これにより、時代の変化に柔軟に対応しつつ、持続可能で実効性の高い観光振興を目

指します。

・・・令和15年度
(2033年度)

令和14年度
(2032年度)

令和13年度
(2031年度)

令和12年度
(2030年度)

令和11年度
(2029年度)

令和10年度
(2028年度)

令和9年度
(2027年度)

令和8年度
(2026年度)

令和7年度
(2025年度)

令和6年度
(2024年度)

令和5年度
(2023年度)

令和4年度
(2022年度)

令和3年度
(2021年度)

第2次明和町観光振興計画
（令和3年度～令和7年度）

第6次明和町総合計画 前期
（令和3年度～令和7年度）

第6次明和町総合計画 後期
（令和8年度～令和12年度）

第3次明和町観光振興計画
（令和8年度～令和12年度）

日本遺産を通じた地域活性化計画
（令和6年度～令和11年度)

明和町文化財保存活用地域計画
（令和3年度～令和12年度）

連動 連動

観光立国推進基本計画

三重県観光振興基本計画

史跡斎宮跡保存活用計画
（令和7年度～令和16年度)
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評価と改善4

観光庁が作成した「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」を活用し、本計画を策定しています。JSTS-Dを評価指標とし、本計画に基づいた取組の自己分析を定期的に

実施し、関係者や地域に共有・公表を行いつつ改善していきます。

 自己分析
自己分析（診断）を通じて得意・不得意分野、
未達成の課題などを客観的・定量的に把握す
ることで、地域が目指す姿やとるべき施策を
明確にする

 コミュニケーションツール
自己分析を行い、その結果を公表することで、
住民や事業者を含めた地域と現状を「共有」
する

 プロモーションツール
国際基準に基づいて持続可能な観光の実現に
取り組むこと自体が、地域の取組に箔をつけ
る

JSTS-Dの役割

戦略1 1-1-④、1-3-①②③

戦略2 2-1-①②、2-3-③

戦略3 3-2①②

戦略1 1-1-①②③④、1-2-①②③

戦略2 2-2-③

戦略3 3-1-②③、3-2-②

戦略2 2-1-①②③、2-2-①②③、
2-3-①②③

戦略3 3-1-①②、3-3-①②③

戦略1 1-1-②④

戦略2 2-1-①、2-2-①②③

戦略3 3-1-①③、3-3-①②③

JSTS-D

A.持続可能な
マネジメント

B.社会経済の
持続可能性

C.文化の
持続可能性

D.環境の
持続可能性

自己分析

共有・公表

改善
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